
※『協働』と『共同』　国は、『男女共同参画都市宣言』のように『共同』を使用。市は、男女がそれぞれの役割と責任を自覚し、
その資質や能力を生かし、相互に補完し合い、対等の立場で協力する社会をめざしたいとの思いを込めて『協働』を使用

　
市
は
、
平
成
13
年
１
月
、
県
内
に
先
駆
け
て
『
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
』
を
行
い
、

男
女
協
働
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
15
年
。
平
成
27
年
市
政
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、『
男
女
協
働

参
画
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
』
と
感
じ
る
人
の
割
合
は
、
25
・
６
㌫
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、
市
は
、
平
成
28
年
４
月
、
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
を
推
進
す
る

条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
条
例
の
基
本
理
念
や
『
家
庭
生
活
と
ほ
か
の
活
動
と
の
調
和
』
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
各
団
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
性
別
や

世
代
を
超
え
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
何

が
必
要
な
の
か
を
考
え
ま
す
。

特 集

誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

●

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課
男
女
協
働
推
進
係
（ 

☎
㉓
２
１
１
５
）

〜 

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
を
推
進
す
る
条
例
を
施
行 

〜

誰もが自分らしく生き生きと暮らせる

家庭では
家族を大切にし、家事・
子育て・介護などを家
族で協力する

職場では
男女がともに仕事と家
庭の両立ができる職場
を作る

学校では
一人一人の個性や能力
を伸ばし、社会で活躍
できる人材を育てる

地域では
男女が共に地域の活動
に関わり、よりよい地
域づくりを進める

男女協働参画社会

⇩

【図１】男女協働参画社会のイメージ

男女協働参画社会とは（上記【図１】参照）

性別にとらわれることなく、誰もが自分
らしく生きることを自由に選択できる社
会のことです。

『男だから』、『女だから』といった性別に
よる固定的な考えや慣習に縛られること
なく、対等なパートナーとして認め合い、
家庭、職場、学校、地域など、あらゆる
分野に積極的に参画し、個性や能力を十
分に発揮しながら、共に責任を担います。
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特 集　誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会をめざして

条
例
制
定
の
背
景

　
日
本
国
憲
法
に
は
、
個
人
の
尊

重
と
法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
国
は
、
国
際
的
協
調

の
下
、
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
差
別
撤
廃
に
関
す
る
条
約

を
批
准
。
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
を
制
定
す
る
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
平
成
10
年
に
女
性
行
動

計
画
を
策
定
。
平
成
13
年
に
男
女

【表】男女協働参画を推進する条例の７つの基本理念

共
同
参
画
都
市
宣
言
を
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

め
ざ
す
も
の

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
『
男
は
仕

事
・
女
は
家
庭
』
と
い
っ
た
性
別

に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

や
慣
習
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
暮
ら
し

の
中
に
男
女
協
働
参
画
が
根
づ
い

て
い
き
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

７
つ
の
基
本
理
念
と
み
ん
な
の

役
割

　
条
例
に
は
、
７
つ
の
基
本
理
念

（
上
【
表
】
参
照
）
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
や
市
民
、
事
業

者
、
地
域
活
動
団
体
な
ど
が
主
体

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
定
め
て

い
ま
す
（
下
【
図
２
】
参
照
）。

市
の
役
割

　
市
の
役
割
を
み
て
み
ま
す
。
市

は
、
防
災
、
雇
用
、
地
域
活
動
、

教
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
男

条例について意見を交わす審議会委員

【図２】みんなの役割女
協
働
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ

ま
す
。
ま
た
、
男
女
協
働
参
画
推

進
の
た
め
の
施
策
を
、
市
民
や
事

業
者
な
ど
と
協
力
・
連
携
し
な
が

ら
実
施
し
、
必
要
な
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
７
つ
の
基
本

理
念
の
中
か
ら
『
４
　
家
族
が

協
力
し
、
家
庭
生
活
と
そ
の
ほ

か
の
活
動
の
調
和
を
保
つ
こ

と
』
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
み

て
い
き
ま
す
。

男女協働参画を推進する条例とは
４月に施行された条例はどのようなものでしょうか。その背景
やめざすものとは。男女協働参画を推進する上での基本理念や、
市・市民・各団体の役割を確認します。

１ 性別による差別や暴力を受けず、個人として尊重されること

２ 性別にとらわれず、自分の生き方を自由に選択することができること

３ 政策および方針決定過程に参画する機会が確保され、責任を分かち合うこと

４ 家族が協力し、家庭生活とそのほかの活動の調和を保つこと

５ 男女が互いに理解を深め、生涯の健康が維持されること

６ 性別に違和感がある人などの人権が尊重され、配慮されること

７ 国際的協調のもとに男女協働参画を推進すること

事業者は
男女が平等に、個性や才能を
生かして仕事ができるよう
に取り組みます。働く人が、
仕事と家庭生活を両立でき

るように配慮します

市民は
男女協働参画について理解
を深めます。家庭や地域な
どで、一人一人が責任と喜
びを分かち合えるように

取り組みます

地域活動団体は
地域や団体の会合、イベン
トの場などで、男女が対等
な立場で参画できる環境

を作ります

教育に携わる人は
一人一人の個性や能力を認
め合う意識を育てる教育に

取り組みます

議会は
意思決定機関として、男女協
働参画の推進に配慮します

市は
総合的、計画的に施策を実施
します。市民、事業者などと
一緒に男女協働参画の社会

づくりに取り組みます
みんなの役割
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【グラフ】６歳未満の子どもを持つ夫の１日当たりの家事・
育児関連時間の国際比較
0 1 2 3 （時間）

日本
米国

英国

フランス

ドイツ

スウェーデン

ノルウェー

家事関連
時間全体

1:07
0:39

2:58
1:08

2:46
1:00

2:30
0:40

3:00
0:59

3:21

3:12
1:07

1:13

うち育児
の時間

備考：日本の数値は、「夫婦と子どもの世帯」に限定した夫の1日当たりの「家事」、
　　「介護・看護」、「育児」、「買い物」の合計時間（週全体平均）    

条例の基本理念の中で、私たちの生活に最も深く関わりがある
『ワーク・ライフ・バランス（家庭生活とそのほかの活動の調和）』。
国や市民の意識調査の結果や現状などをみてみます。

調和のとれた生活を送っていますか

６月 18 日に開催したフォーラムで自身
の体験を語るコウケンテツさん

自
分
ら
し
い
働
き
方
・
生
き
方

　
私
た
ち
は
、
そ
の
時
々
で
、
仕

事
に
打
ち
込
み
た
い
と
思
っ
た

り
、
子
育
て
や
介
護
に
時
間
を
か

け
た
い
と
思
っ
た
り
、
ま
た
、
地

域
活
動
や
趣
味
の
時
間
を
大
切
に

し
た
い
と
思
っ
た
り
、
自
分
を
取

り
巻
く
状
況
に
よ
り
活
動
内
容
の

優
先
度
が
変
化
し
ま
す
。
状
況
や

希
望
に
応
じ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
働

き
方
や
生
き
方
を
選
択
で
き
た

ら
、『
ワ
ー
ク
（
仕
事
）』
も
『
ラ

イ
フ
（
生
活
）』
も
充
実
し
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』

の
理
想
と
現
実

　
男
女
協
働
参
画
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
（
平
成
23
年
）
で
は
、

理
想
は
、『
仕
事
と
家
庭
の
両
方
を

優
先
さ
せ
た
い
』
が
36
・
２
㌫
と

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は
、
男
性
の
44
・
７
㌫

が
『
仕
事
を
優
先
』、
女
性
の
30
・

８
㌫
が
『
家
庭
を
優
先
』、
25
・
８

㌫
が
『
仕
事
を
優
先
』
と
な
っ
て

い
ま
す
。
男
女
と
も
、
理
想
に
反

し
て
仕
事
か
家
庭
ど
ち
ら
か
一
方

の
活
動
を
優
先
さ
せ
て
い
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
期
に
あ
る
男
性
の
労

働
・
家
事
・
育
児
時
間

　
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
週
60
時

間
以
上
の
長
時
間
労
働
を
し
て
い

る
人
の
割
合
は
、
子
育
て
期
と
重

な
る
30
歳
代
・
40
歳
代
の
男
性
が
、

そ
れ
ぞ
れ
15
・
６
㌫
、16
・
１
㌫
（
平

成
27
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

夫
の
家
事
・
育
児
に
関
わ
る
時
間

は
、
１
日
当
た
り
約
１
時
間
。
国

際
的
に
み
る
と
、
日
本
は
最
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
（
上
【
グ
ラ
フ
】

参
照
）。
ま
た
、
男
性
の
育
児
休
業

取
得
率
は
、２
・
３
㌫
（
平
成
26
年
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職場での役割やライフステージごとに、私に
とっての最適なバランスは変わってきていま
す。独身時代は仕事が第一でしたが、現在は
仕事も家族もどちらも大切。限られた時間の
中で仕事の量と質をどう充実させていくの
か、そのためには自分のスキルアップが必要
です。家のことや子育てをどう充実させてい
くのか、そのためにはそれを妻だけに任せる
のではなく、自分のこととして意識すること
が必要です。少なくとも今の私がやるべきこ
とは、すべて自分自身の中にあります。

伊万里市政策経営部

部 長　佐藤 弘康

常に自分のこととして考えて行動

profile　平成17年４月総務
省入省。平成28年８月から
現職。家族は妻と子２人（２
歳・６歳）の４人。36 歳

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

　
国
は
、
平
成
32
年
ま
で
に
男
性

の
『
育
児
・
家
事
関
連
時
間
を
２

時
間
30
分
』
に
、『
育
児
休
業
取
得

率
を
13
㌫
』
に
と
い
う
目
標
を
掲

げ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

推
進
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
６
月
18
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。『
キ
ッ
チ

ン
か
ら
は
じ
ま
る
家
族
の
絆
き
ず
な

〜
家

族
で
楽
し
む
家
事
・
育
児
〜
』
と
題

『ワーク・ライフ・バランス』についてインタビュー

し
て
、
料
理
研
究
家
の
コ
ウ
ケ
ン
テ

ツ
さ
ん
が
講
演
。
自
身
の
体
験
談
を

交
え
な
が
ら
、
男
性
の
家
事
・
育

児
参
画
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

▽
社
会
で
女
性
の
進
出
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す

が
、『
家
庭
で
は
男
性
の
進
出
』

が
も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。（
20
代
男
性
）

▽
仕
事
を
し
な
が
ら
の
育
児
は
大

変
な
こ
と
が
多
く
、
疲
れ
果
て

て
し
ま
う
日
も
あ
り
ま
す
。
夫

と
よ
く
話
し
合
っ
て
一
緒
に
育

児
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。（
30
代
女
性
）
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自分らしく生き生きと暮らすために
市や市民が、それぞれの立場で男女協働参画を推進します。中
でも地域活動団体や学校、事業所での取り組みに対する思いを
紹介します。私たちにできることは何でしょうか。

『いまりプラザ』は、区長会やＰＴＡなど団体の
代表が 11 人、一般公募が６人の計 17 人（男性
７人、女性 10 人）で活動しています。主な活動
内容は、男女協働参画の大切さを一人でも多く
の人に伝えるための啓発活動です。
私たちが自分らしく生き生きと暮らしていくた
めには、男女協働参画社会の形成が必要不可欠
だと考えています。『男女協働参画』というと堅
苦しい印象を受けるかもしれませんが、私たち
の家庭や職場など、生活の中で、とても身近な
ものです。一人一人が男女協働参画を正しく理
解し、意識を変えることが大切だと思います。
そこで、私たちは、手作りの紙芝居を使った出
前講座やワークショップを行っています。事業
所や学校などにも出向きます。出前講座などを
希望する場合は、気軽に声をかけてください。

意識改革から始めましょう
市男女協働参画懇話会『いまりプラザ』

各団体の取り組みをお聞きします
地域活動団体代表

市区長会連合会副会長
大坪地区区長会長

前田 正明さん
( 永山・76 歳 )

地域では、住民が中心となって盛んに
まちづくり活動が行われています。そ
の中で女性は大きな役割を果たしてい
ると感じています。しかし、地域の会
合などに参加している女性は少なく、
もっと積極的に参加して欲しいと思っ
ています。まちづくり活動で大切なこ
とは、男性も女性も自由に発言し、一
緒に話し合って物事を決めることだと
思います。住民が「ここに住んでよかっ
た」と思えるようなまちになるように、
今後も男女双方の視点を取り入れて活
動していきたいと思います。

事業所代表

九州産業株式会社
代表取締役

井﨑 麗子さん
( 東山代町・63 歳 )

弊社の社員は 76 ㌫が女性で、年齢も
さまざまです。子育て世帯だけでなく、
すべての家庭で、仕事と家庭の両立が
できるよう、勤務体系に配慮していま
す。また、社員同士が気持ちや事情を
理解し合うことができるような雰囲気
づくりにも努めています。さて、男女
協働参画社会を実現するためには、事
業所の役割はとても重要です。性別に
関係なく個性や才能を生かして多様な
業務に意欲を持って取り組めるよう、
さらに働きやすい職場環境づくりに取
り組んでいきたいと思います。

学校代表

黒川小学校校長
市小中学校校長会会長

前田 弥三さん
( 東山代町・59 歳 )

学校教育では、人権・同和教育や道徳
教育を充実させることで、男女協働参
画に関する考え方を推進し、実践に取
り組んでいます。最近は、『男らしさ』、

『女らしさ』という言葉をあまり耳に
しなくなりましたが、家庭や校外での
生活ではどうでしょうか。学校では、
市が制定した『伊万里市男女協働参画
を推進する条例』の基本理念に基づき、
性別にこだわらず、その個性と能力を
認め合う意識の醸成に取り組み、次代
を担う子ども達への指導の充実に努め
たいと思います。

９月８日、牧島公民館で行った『いまり
プラザ』による出前講座の様子

特 集　誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会をめざして

● 日　時　12 月２日（金）午後６時 30 分〜８時
● 場　所　市民図書館ホール
● 参加料　無　料
● 募集人数　120 人程度
● 応募方法　電話かファックス、またはメール
● 応募・問合先　男女協働推進課男女協働推進係

（　 ☎㉓２１１５、　　㉒７２１３）
※メールアドレス　danjo@city.imari.lg.jp

条例制定記念  ワーク・ライフ・バランス講演会

カラダもココロも健康に
〜暮らしを“良い加減”にコントロール〜

profile　佐賀大学医学部医学科
社会医学講座准教授。予防医学分
野の医師・研究者として活躍。佐
賀県出身。２児の母

FAX

講  師　原  めぐみ さん

あなたも参加しませんか
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